
2000年出土の木簡

辺
の
み
削
り
の
原
形
を
無
つ
。

口
は
備
後
国
品
治
郡
か
ら
送
ら
れ
た
庸
米
の
荷
札
の
断
片
で
あ
ろ
う
。
同
郡

の
荷
札
と
特
定
で
き
る
の
は
、
第
三

一
五
次
調
査
出
上
の
も
の

（
一
∽
）
に
続

い
て
三
点
め
で
あ
る
。
下
端
は
折
れ
。

④
の
和
軍
は
、
軍
布
が

「め
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
に
ぎ
め
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
税
日
は
不
詳
。
讃
岐
国
鵜
足
郡
の
荷
札
に
は
、
二
条
大
路
木
簡
に

中
男
作
物
千
館
の
例
が
あ
る

（本
誌
第
一
二
号
平
城
京
跡
、　
一
⑪
）。
上
端
は
切
り

込
み
部
分
よ
り
上
部
を
欠
く
。

⑩
は
習
書
木
簡
。
上
端
は
折
れ
、
左
右
両
辺
は
二
次
的
削
り
。

の
は
日
付
記
載
の
末
尾
の
み
が
残
る
断
片
か
。
上
端
折
れ
、
右
辺
割
れ
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
六

（一
一〇
〇

一
年
）
同

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇

一
』
全
一〇
〇
一
年
）

（
一　
吉
川
　
聡
、
二
　
渡
辺
晃
宏
）

奈
良
・平

城

京

跡
左
京
三
条

一
坊
七
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
二
条
大
路
南
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
七
月
―
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
田
辺
征
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
―
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
京
左
京
三
条

一
坊
七
坪
は
、
平
城
京
の
中
で
も
宮
南
面
の
一
等
地
で
、

壬
生
門
か
ら
南
に
下
る
東

一
坊
坊
間
大
路
に
面
す
る
。
同
坪
で
は
こ
れ
ま
で
に

当
研
究
所
が
七
カ
所
の
発
掘
調

査
を
行
な
っ
て
お
り
、
宮
前
面

で
は
比
較
的
調
査
成
果
の
集
約

さ
れ
て
い
る
坪
で
あ
る
。
中
で

も

一
九
九
二
年
に
坪
中
心
部
で

実
施
し
た
調
査
の
報
告
書

（奈

良

良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
京

奈

左
京
三
条
一
坊
七
坪
発
掘
調
査
報

て

工四し

で
は
、
こ
こ
を
大
学
寮



の
所
在
地
と
推
定
し
て
い
る
。
宮
前
面
の
一
等
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
遺

構
が
比
較
的
小
規
模
で
、
ま
た
奈
良
時
代
後
半
に
坪
内
が
整
備
さ
れ
て
く
る
こ

と
や
、
平
安
京
の
大
学
寮
推
定
地
と
の
位
置
関
係
な
ど
が
主
な
根
例
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
地
は
坪
東
辺
中
央
部
に
位
置
し
、
調
査
面
積
は
二
人
人
ポ
で
あ

る
。
調
査
の
結
果
、
掘
立
柱
建
物

・
井
戸

・
土
坑

・
柱
穴

。
石
列
な
ど
を
検
出

し
た
が
、
調
査
区
の
多
く
の
部
分
は
北
西
か
ら
南
東
に
向
け
て
流
れ
る
自
然
流

路
Ｓ
Ｄ
六

一
〇
〇
が
占
め
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
六

一
Ｏ
Ｏ
は
幅
約
五
ｍ
で
、
埋
土
下

層
か
ら
は
平
城
Ⅳ
期

（七
六
五
年
頃
）
・
Ｖ
期

（七
八
〇
年
頃
）
の
土
器
類
が
、
上

層
か
ら
は
平
城
Ｖ
′期
か
ら
平
安
期
の
土
器
類
が
出
土
し
た
。
遺
物
は
Ｓ
Ｄ
六

一

〇
〇
を
中
心
と
し
て
、
土
器
に
は
、
「十
」
「研
」
「供
」
な
ど
の
墨
書
土
器
計

一
五
点
、
転
用
硯

一
六
点
、
円
面
硯
、
漆
付
着
土
器
、
土
馬
片
が
あ
り
、
ま
た

瓦
に
は
軒
九
瓦

・
軒
平
瓦
の
他
、
二
彩

・
緑
釉
平
瓦
が
あ
る
。
特
殊
な
遺
物
と

し
て
は
Ｓ
Ｄ
六

一
〇
〇
出
土
の
鼈
甲
の
破
片
が
あ
る
。

木
簡
は
、
Ｓ
Ｄ
六

一
〇
〇
の
底
で
検
出
し
た
井
戸
Ｓ
Ｅ
七
七
九
〇
の
上
層
か

ら

一
点
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
は
、　
一
辺
人
○
側
の
方
形
縦
板
組
で
、
基
底
部

に
長
径
六
五
伽
短
径
四
五
伽
高
さ
二
五
仙
の
楕
円
形
の
曲
げ
物
を
据
え
る
。
井

戸
枠
の
板
材
の
一
点
に
つ
い
て
は
、
年
輪
年
代
測
定
に
よ
っ
て
七
四
四
年
の
伐

採
と
い
う
成
果
を
得
て
い
る
。

な
お
、
今
回
の
調
査
に
よ
つ
て
も
、
左
京
三
条

一
坊
七
坪
が
大
学
寮
で
あ
る

と
の
確
証
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
後
な
お
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔髪
力
〕

①

　

「
□
□
日
日

日
□
　
　
□
安
万
呂

　

　

　

　

（］こ

溢
斐
∞
目

上
端
は
山
形
に
整
形
、
左
右
側
面
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
て
い
る
。
幅
の
割

に
細
長
い
木
簡
で
、
恐
ら
く
人
名
を
数
名
分
間
隔
を
あ
け
な
が
ら

一
行
に
記
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
用
途
は
不
詳
。
左
右
は
二
次
的
に
削
ら
れ
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
六

（一
一〇
〇

一
年
）
同

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇

一
』
全
一〇
〇
一
年
）

（渡
辺
晃
宏
）




